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村制施行六十周年記念

アンチエイジングイベントを開催しました
～ 未来に輝く 豊かな自然と健康長寿 ～

村では「運動」、「栄養」、「生きがい」をキーワードに、いつまでも健康でいきいきと生活できるよう
「アンチエイジングの里づくり」を進めています。
その一環として、村制施行六十周年記念アンチエイジングイベントを開催しました。

　１月28日㈯は、保健福祉総合センターにおいて「ア
ンチエイジング講演会」を、翌 29 日㈰にはＹＡＭ
ＡＢＯＫＵワイルドスノーパークで「スノーシュー
体験教室」を行いました。
　講演会では、厚生労働大臣任命健康大使でトータ
ルフィットネスコーディネーターの中尾和子先生か
らボールエクササイズを、引き続き白澤抗加齢医学
研究所長 白澤卓二先生から「認知症予防と食を考え
る」、料理研究家 志賀ダニエラ氏から「認知症予防
の簡単レシピ」と題したご講演をいただきました。

ボールエクササイズ

三浦豪太さんと楽しむ雪山　スノーシュー体験教室

健診・展示等コーナー

講 演 会

　中尾和子先生から、「お
どろくほど身体が軽くな
る！～心地よいＪＳＡ
ボールエクササイズ～」
と題して、ボールを使い、
関節の動きをなめらかに
して、血行を良くし、凝りや痛みを和らげる
方法を教えていただきました。参加された皆
さんは、ゆったりとした雰囲気の中で、身体
が軽くなる感覚を実感していただきました。

　29 日㈰は、プロスキーヤーで登山家でもある
三浦豪太氏の指導により、スノーシューを体験し
ました。当日は天候に恵まれ、遠く北アルプスを
眺めながら、雪とたわむれ、楽しい時間を過ごす
ことができました。
　参加者の中には毎回参加されている方もおり、
「この景色は、何度見ても心が奪われる。」と話さ
れていました。

　ふれあいホールでは、村が推進する環境保
全型農業の取り組み事例として、ワインやソ
ルガム、コットン等の展示と食生活改善推進
協議会の皆さんが作った高山村産のソルガム
や野菜などを使ったアンチエイジング食が振
る舞われました。
　また、健康管理センターでは骨健診や血管
年齢測定、運動指導などが行われ、自分の身
体の状態を知る良い機会になりました。

　白澤卓二先生からは、認知症予防には食が
密接に関係しており、健康長寿や健康づくり
を目指すうえで大変重要であるとの講演をお
聞きし、志賀ダニエラ氏からは、高山村産の
ソルガムや野菜などを使ったカレーなど、認
知症予防の簡単レシピを紹介していただきま
した。

◆村民生活課保健予防係　☎２４２―１２０２

アンチエイジングイベントを開催しました

白澤卓二 先生 志賀ダニエラ 氏

笠岳をバックに記念撮影
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ふゆ祭
信州高山村

４日㈯～５日㈰
３月

今年初めて YAMABOKUワイルドスノーパークで開催さ
れるフリーエ2017は、テレマークスキーのイベントです。
テレマークスキーとは、かかとを固定しないスキーで、特
徴としてテレマークターンと言われる足を前後に開く独特
のターンを楽しむことができます。

※なお、フリーエ 2017 の開催により、例年
開催している YAMABOKU スノーフェスタ
は開催しませんので、ご了承ください。

テレマーク１日体験“これであなたもテレマーカー”
テレマークスキーを始めたい方を対象に、用具レンタル、体験レッ
スン、試乗会参加をセットにした１日コースです。レッスンだけで
なく、ゲレンデ外を歩いたり、試乗会ブースを回ったりとテレマー
クそのものを満喫することができます。（参加費 有料）

午前 9時30分～	 受付開始

午前10時30分～
	 ソリ大会

	 小さいお子さんから大人まで楽しめます

午後 0時30分～	 くじ入りみかん拾い

午後 1時30分～	 抽選会

山田温泉キッズスノーパーク

スノーカーニバル

イベントの内容など、詳しくは信州高山温泉郷観光協会へお問い合わせください。
◆信州高山温泉郷観光協会　☎２４２―１１２２

フリーエ2017についての詳細は、YAMABOKUワイルドスノーパークの
ホームページをご覧ください。
http://www.yamaboku.jp/eventtour/eventtour.html

期　日

期　日

内　容

場　所

場　所

３月４日 ㈯ ～ ５日 ㈰

３月５日 ㈰

YAMABOKUワイルドスノーパーク

山田温泉キッズスノーパーク

開催

参加費 無料

フリーエ2017

この他にも催し物が盛りだくさんです。
ご家族や友人をお誘いあわせのうえ、ぜひご来場ください。

この他に、フードコートや売店ブースもありますので、
大勢の皆さまのご来場をお待ちしています。



2017.2.15 広報 ４

総
事
業
費

　

約
４
億
６
千
万
円

工
　
期

　

平
成
27
年
～
平
成
29
年

工
事
（
ト
ン
ネ
ル
）
概
要

　

延
長
601
ｍ

　

高
さ
1.8
ｍ
・
幅
1.8
ｍ

工
事
箇
所

　

藤
沢
橋
東
側
（
宮
関
）
～

　

旧
中
塩
土
捨
場
東
付
近

（
な
か
ひ
ら
）

発
注
者

　

長
野
地
方
事
務
所

農
地
整
備
課

施
工
者

　

株
式
会
社　

岡
谷
組

県
営
中
山
間
総
合
整
備
事
業

中
山
水
路
ト
ン
ネ
ル
（
隧ず
い
ど
う道
）
工
事
が

完
了
し
ま
し
た

◆
産
業
振
興
課
農
政
係　

☎
２
１
４
︱
９
２
６
８

　

村
内
で
は
、
耕
作
放
棄
地
再
生
対

策
事
業
を
活
用
し
、
多
く
の
皆
さ
ま

に
よ
り
農
地
が
再
生
さ
れ
、
そ
ば
や

ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
な
ど
が
栽
培
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
耕
作

放
棄
地
再
生
対
策
事
業
を
活
用
し
て

い
た
だ
き
、
農
地
の
有
効
利
用
を
図

る
と
と
も
に
、
耕
作
放
棄
地
の
な
い

美
し
い
村
づ
く
り
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

事
業
概
要

　【
対
象
者
】

村
内
の
耕
作
放
棄
地
を
賃
借
等

に
よ
り
５
年
間
以
上
耕
作
を
す

る
農
業
者
ま
た
は
農
業
者
等
で

組
織
す
る
団
体
等

　【
助
成
作
業
】

農
地
再
生
作
業　

（
抜
根
・
耕
起
・
整
地
・
営
農

定
着
等
）

　【
助
成
内
容
】

10
ａ
当
た
り　

７
万
５
千
円

　

詳
し
く
は
、
産
業
振
興
課
農
政
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
産
業
振
興
課
農
政
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
６
８

み
ん
な
で
守
ろ
う
美
し
い
農
村
風
景

～
耕
作
放
棄
地
再
生
対
策
事
業
～

再 生 後 再 生 前

中山水路水管橋とトンネル入り口

抜根・整地

なかひら
宮関

藤沢橋

L ＝ 601m

村道
県道 県道

　

中
山
水
路
隧ず
い
ど
う道
の
崩
落
に
伴
う
農
業
用
水
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
県
営
中
山
間
総

合
整
備
事
業
に
よ
り
新
た
な
水
路
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
工
事
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
度
工
事
が
無
事
完
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
水
路
ト
ン
ネ
ル
に
よ
り
、
農
業
用
水
が
安
定
的
に
確
保
さ
れ
、
農
業
振
興
が
図

ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

N



2017.2.15 広報５

　大雪による農作物被害（ぶ
どう棚の倒壊や樹木の枝折
れ等）や農業用施設被害（パ
イプハウスの倒壊等）が村
内各所で発生しています。
　今後も降雪が予想される
ことから、着雪による被害
を防止するために、次の予防対策の実施をお願いします。

○枝や棚等に支柱を使用し、補強を行う。
○枝や棚の着雪は早期に払い落とす。ぶどう棚の雪を落と

す場合は、棚のバランスを崩し倒壊を起こさないために、
バランスよく園地の中心から外側に向けて行う。

○降雪時は農業用施設の加温や除雪などを行い積雪による
施設への荷重を防ぐとともに、施設の補強を行う。

○万が一被災した場合に備えて農業共済（農業用施設）※へ
加入する。

※詳細は、北信農業共済組合
　（☎２１９―２８９２）へお問い合わせください。

◆産業振興課農政係　☎２１４―９２６８

支柱によるぶどう棚の倒壊予防

農作物等の雪害対策について

　村では、不妊治療を受けている夫婦の経済的負担を軽減するため、
不妊治療の費用を助成しています。
　今年度から、不妊治療費の補助金の上限を年額15万円から50
万円に拡充しました。タイミング療法、漢方療法、人工授精などの
治療も補助対象になります。

対 象 者　医療保険に加入し、村に１年以上住所を有している夫婦
（長野県不妊治療助成事業の対象になる方を除く）

助成金額　不妊治療に係る医療費の合計額（年額 50 万円まで）
申請方法　保健福祉総合センター内村民生活課保健予防係に次の書

類を提出してください。（郵送可）
　①不妊治療補助金交付申請書
　②不妊治療補助事業医師証明書
　③不妊治療補助事業医療費等証明書
　④不妊治療補助金請求書
※書類は、保健福祉総合センター窓口に備え付けもしく

は村ホームページからダウンロードしてください。
申請期限　３月31日㈮

長野県が実施する不妊治療助成事業もありますので、ご活用ください。
不妊に関する悩み相談
　長野県不妊相談センター　☎０２６３―３５―１０１２
　毎週火・木曜日　午前 10 時～午後４時

◆村民生活課保健予防係　☎２４２―１２０２

水道管の
凍結防止について

冬の凍結から水道管を守りましょう
　気温がマイナス４℃以下になると、
水道管が凍り、破裂することがありま
す。特に屋外で次のような場所は水道
管が凍結しやすいので、早めに凍結防
止対策を行ってください。

◦「むき出し」になっている水道管
◦建物の北側など、日当たりの悪い

場所の水道管
◦風当たりの強い場所の水道管

水道管の凍結防止方法
　「むき出し」になっている水道管や
蛇口に、保温材・毛布・布きれなどを
巻き付け、その上からビニールテープ
などを巻いて凍結を防止してください。

水道管が破裂してしまったら
　破裂した水道管の不凍栓を閉めて、
水を止めてください。その後、水道指
定工事店に連絡して修理しましょう。

◆建設水道課上下水道係
　☎２１４―９２９７

　昨年９月から申請を受け付けてきました臨
時福祉給付金等の申請期限が２月28日㈫に
迫っています。
　給付金の対象となる可能性がある方には、
昨年８月に申請書を郵送してありますので、
まだ申請がお済みでない方は、２月28日㈫
までに、保健福祉総合センター内村民生活課
福祉係へ提出してください。

申請方法
　申請書に必要事項を記入のうえ、申請内
容確認書類を添付し、保健福祉総合センター
内村民生活課福祉係へ提出してください。

◆村民生活課福祉係　☎２４２―１２０１

臨時福祉給付金と
障害・遺族年金受給者向け給付金の
申請受付は
２月28日㈫までです！

不妊治療の費用を助成しています
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★イベント情報★
●冬の星空観察会＆バー

●STAR VILL TAKAYAMA×アウトドアメーカー

　今回は、YAMABOKU ワイルドスノーパークに氷のバーを制作し、お酒を楽しみながら星を観察するイベン
トを開催します。
　氷でできたテーブルや椅子で、思い思いのドリンクを味わいながら、２月の星空を楽しんでみませんか。
日　　時　　２月 25 日㈯　午後７時～午後 10 時頃
場　　所　　YAMABOKU ワイルドスノーパーク　リフト券売り場前
参加費用　　無料（ただし、ドリンク代は有料となります。）
そ の 他　　時間中２回程度、星空の解説を行う予定です。
　　　　　　イベント時はとても寒くなりますので、暖かい服装でお越しください。
　　　　　　イベントの詳細につきましては、信州高山温泉郷観光協会までお問い合わせください。

　１月 29 日㈰、YAMABOKU ワイルドスノーパークで STAR 
VILL TAKAYAMA のイベント 、アウトドアウェアの試着・ア
ルペンスキーの試乗会を行いました。
　アルペンスキーの板を実際にゲレンデで使用し、性能を体験し
たほか、アウトドアウェアを試着し、着心地を味わうことができ
ました。
　皆さんも、白銀の世界で、この時期しか楽しめないウィンター
スポーツに、地元のスキー場で挑戦してみませんか。

◆信州高山温泉郷観光協会　☎２４２―１１２２

STAR VILL TAKAYAMA 〜 星がこぼれる高山村 〜

北
前
船
の
交
易
と
ニ
シ
ン
漁
で

栄
え
る
北
海
道
文
化
発
祥
の
地

北
海
道
　
江え
さ
し差
町ち
ょ
う

かもめ島

いにしえ街道
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長野地方・家庭裁判所からのお知らせ

成年後見制度の利用状況

　成年後見制度は、認知症、知的障害、精神障害など
によって物事を判断する能力が十分ではない本人につ
いて、その権利を守る援助者（成年後見人等）を選び、
本人を法律的に支援する制度です。
　高齢者人口の増加に伴って、成年後見制度の利用者
数は年々増加しています。

※各年の 12 月末日時点の利用者数です。

かーくん

市民後見人とは？
　市民後見人は、養成研修を受講するなどして成年後見人等として必要な知識を得た一般住民の中から、家
庭裁判所が成年後見人等として選任した方です。
　市民後見人には、例えば、後見人となる親族がいないような場合でも、身近な存在として、本人の意思を
より丁寧に把握しながら後見等事務を進められる強みがあります。

市民後見人の選任状況
　家庭裁判所が市民後見人を選任した件数は、年々増加しています。
　成年後見制度の利用者数は増加傾向にあり、市民後見人に期待される役割はますます大きくなるといえます。

家庭裁判所の取組
　家庭裁判所は、研修会へ講師を派遣したり意見交換会等を実施するなどして、司法機関としての中立
公平性に配慮しつつ、地方自治体等との連携に努めています。

成年後見制度について詳しく知りたい方は、裁判所ウェブサイト内の
「後見ポータルサイト」（http://www.courts.go.jp/koukenp/）をご覧ください。

◆長野地方・家庭裁判所事務局総務課　☎４０３―２００８
※市民後見人の市民とは、広く一般住民という意味で使われています。

１

２

市民後見人が選任された事件数

成年後見制度の利用者数

地域で支える成年後見制度
〜 市民後見を中心に 〜

153,314

92
118

167

213
224

平成23年

平成23年

平成24年

平成24年

平成25年

平成25年

平成26年

平成26年

平成27年

平成27年

後見

（人）

保佐

補助

任意後見

166,289
176,564

184,670
191,335

（件）
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１月の高山分署の出動状況  （平成 29 年１月１日～１月 31 日）

火　　災 1    （1）
高山村内の火災　0 件（0）
損害額　0 円（0 円）
死者　0 人（0）　負傷　0 人（0）

調　　査 1    （1）

救　　急 39  （39）

救　　助 0    （0）

＜お問い合わせ＞
• 消防情報ダイヤル（須高管内で発生した火災）　☎ 245-1119
• お問い合わせは『須坂市消防署高山分署』へ　  ☎ 248-0119

※（　）内は、平成 29 年 1 月 1 日からの累計です。

学校だより 高 山 中 学 校234

　12 月 14 日㈬全校での合唱発表会『響けみんなの歌声集会』
が行われました。今回は、学年の枠を超え、縦割りで２グルー
プ作り、チームＡは「糸」、チームＢは「花瓶の花」を発表し
ました。保護者や地域の方々も 30 名以上お越しいただき、練
習の成果を見ていただきました。また、
22 日㈭には生徒総会が行われました。
　年が改まった１月より、生徒会は２
年生に引き継がれました。新生徒会
では３年生が残してくれた伝統を大切
に、自分達らしさを１年かけて発揮し
ようと、精一杯頑張っています。

○今日はみんな私のところを見てくれて、目がしっかりとし
ていて今までで一番よかったです。「糸」も男女のハーモニー
がとてもきれいでゾクゾクしました。（３年）

○今日は、生徒総会がありました。とても多くの人が意見や
質問を出せていたのでよかったです。これからは僕たちが
担うので頑張りたいです。（２年）

○今日は生徒会がありました。今日の生徒会は前期最後でし
た。後期でも先輩の姿を見てしっかりとサポートしていき
たいです。（１年）

消防情報

＜春季全国火災予防運動＞
　３月１日から７日までの１週間、全国一斉に「春季全国火
災予防運動」が行われます。
　昨年は隣県でも大きな火災が発生し、甚大な被害をもたら
しました。
　この１週間を契機に改めて、身の回りの危険要素を確認・
把握することで防災意識を高め、地域一体となって火災予防
に努めていきましょう。

＜消防情報＞
　みなさんのお宅には、住宅用火災警報器は設置されている
でしょうか？
　既に設置されているお宅でも年数が経過すると、電子部品の
寿命や電池切れなどで、正常に火災を感知しなくなることがあ
ります。機種によって方法は様々ですが、簡単に点検すること
ができますので１年に１度は作動確認をし、いざというときに
しっかりと役割を果たすようにしておきましょう。
　また、メーカー等では 10 年を目安に交換をおすすめして
います。新たに火災警報器を設置した際は、側面等に設置年
月を記入して次回の交換時期の目安にしておきましょう。

　高齢者の皆さんが、住み慣れた地域でいつまでも安心して
生活できるように、身体の状態や必要に応じた多様なサービ
スを提供し、皆さんの介護予防と日常生活の自立を支援する
総合事業が平成 29 年１月から始まりました。
　この事業は「介護予防・生活支援サービス事業」と「一般
介護予防事業」で構成され、掲載２回目となる今回は、「一
般介護予防事業」について紹介します。

一般介護予防事業
　65 歳以上の方を中心に、介護予防や日常生活の自立に向
けた取り組みを行ったり、地域の介護予防活動に対する支
援や補助を行います。
⑴事業を利用できる方
　65 歳以上の方
⑵事業内容

◦元気はつらつ教室
（高齢者福祉センターにおいて随時開催中）

◦ほっとカフェ
（在宅での介護者支援を目的とした集まり）

◦あっぷるカフェ
（サロン活動に興味のある方の支援を目的とした集まり）

◦地区のサロン活動
（高山村社会福祉協議会にはサロン活動支援費制度が
ありますのでご相談ください。）

　今後、さらに多様な事業を住民の皆さまとともに展開して
いく予定です。
◆地域包括支援センター　☎２４２―１２０３

福祉のひろば
平成 29年１月から
「介護予防・日常生活支援総合事業」（総合事業）

が始まりました

12月に『高山魂』を歌声で確認しながら、
２年生へ生徒会が引き継がれました

放送大学　４月入学生募集
　放送大学は、テレビ等の放送やインターネットで授業を行う
通信制の大学です。働きながら学んで大学を卒業したい、学び
を楽しみたいなど、様々な目的で幅広い世代の方が学んでいます。
　放送大学では現在、平成 29 年４月入学生を募集しています。
興味のある方は、詳しい資料を送付しますので、お問い合わせ
ください。

募集学生の種類
　教養学部
　　　科目履修生（６カ月在学し、希望する科目を履修）
　　　選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修）
　　　全科履修生（４年以上在学し、卒業を目指す）
　大学院
　　　修士科目生（６カ月在学し、希望する科目を履修）
　　　修士選科生（１年間在学し、希望する科目を履修）
出願期間
　３月 20 日㈪まで
　※インターネットでの出願も受け付けています。
資料請求（無料）・お問い合わせ先
　〒 392-0027　諏訪市湖岸通り 5-12-18
　放送大学長野学習センター　あて

◆放送大学長野学習センター　☎０２６６―５８―２３３２

生徒の感想より

生徒会が引き継がれました
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長
野
地
域
連
携
中
枢
都
市
圏

移
住
体
験
ツ
ア
ー

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

第
３
回
ソ
リ
大
会

男
女
共
同
参
画

　

い
き
い
き
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
７

「
善
平
米
」
国
際
大
会
で

金
賞
を
受
賞

　

長
野
地
域
の

８
市
町
村
（
長

野
市
・
須
坂
市
・

千
曲
市
・
坂
城

町
・
信
濃
町
・

飯
綱
町
・
小
川

村
・
高
山
村
）

で
は
、
東
京
で

の
合
同
移
住
相

談
会
や
情
報
提

供
な
ど
に
よ
り
、

都
市
部
か
ら
長
野
地
域
へ
の
移
住
を
促
進

す
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
１
月
21
日

㈯
～
22
日
㈰
、
長
野
地
域
へ
の
移
住
を

検
討
し
て
い
る
方
に
「
冬
の
生
活
」
を
体

感
し
て
も
ら
お
う
と
、
須
坂
市
、
高
山
村
、

千
曲
市
、坂
城
町
、長
野
市
を
め
ぐ
る
「
ぐ

る
っ
と
な
が
の
移
住
体
験
ツ
ア
ー
」
を
開

催
し
、
東
京
近
郊
、
大
阪
か
ら
20
名
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

21
日
㈯
の
高
山
村
ツ
ア
ー
で
は
、
村
営

住
宅
の
案
内
な
ど
村
内
を
周
遊
し
た
後
、

「
名
も
な
き
空
き
家
」（
二
ツ
石
）
に
お
い

て
、
村
産
の
原
料
を
用
い
た
ワ
イ
ン
や
料

理
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
移
住

し
た
村
民
の
方
と
の
交
流
会
を
行
い
、
村

で
の
生
活
に
つ
い
て
語
ら
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
高
山
村
は
知
ら
な

か
っ
た
が
、
今
後
移
住
先
と
し
て
検
討
し

た
い
」、「
ワ
イ
ン
、
お
米
が
美
味
し
か
っ

た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
月
22
日
㈰
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
に
お
い

て
、
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
主
催
の
ソ

リ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
、
前
日
か

ら
準
備
し
た
全
長
100
ｍ
を
超
え
る
〝
特
設

コ
ー
ス
〟
を
舞
台
に
、
保
育
園
児
か
ら
大

人
ま
で
約
100
人
が
参
加
し
、
滑
っ
た
距
離

や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
競
い
ま
し
た
。

　

幅
５
ｍ
程
の
コ
ー
ス
か
ら
は
ず
れ
て
縁

に
乗
り
上
げ
、
ソ
リ
か
ら
落
ち
る
参
加

者
も
い
ま
し
た
が
、
う
ま
く
ソ
リ
を
操
り
、

屋
外
ス
テ
ー
ジ
近
く
ま
で
滑
っ
た
参
加
者

も
お
り
、
全
員
が
ソ
リ
の
滑
り
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

１
月
21
日
㈯
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
、

公
民
館
講
堂
に
お
い
て
「
男
女
共
同
参
画

い
き
い
き
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７
」
が
開

催
さ
れ
、
約
70
名
の
方
々
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
前
週
か
ら
降
り
積
も
っ
た
雪

に
加
え
、
前
日
か
ら
の
降
雪
の
影
響
に
よ

り
、
参
加
者
数
が
例
年
よ
り
少
な
い
中
で

し
た
が
、
ま
ず
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

「
童
謡
唱
歌
の
会
」
の
皆
さ
ん
の
美
し
い

歌
声
が
披
露
さ
れ
、
続
い
て
、
緑
ケ
丘
の

望
月
裕
子
さ
ん
が
、「
子
ど
も
達
と
共
に

育
ち
合
う
～
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ン
ド
が
目
指

す
も
の
～
」
と
題
し
、
夫
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
子
育
て
と
演
奏
活
動
を
つ
づ
け
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
意
見
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
講
談
師
の
旭
き
ょ
く
ど
う堂
南な
ん
り
ん鱗
さ
ん
か

ら
「
公
平
で
明
る
い
社
会
を
目
指
し
て
」

と
題
し
、
講
談
を
交
え
な
が
ら
講
演
を
い

た
だ
き
、
参
加
者
全
員
で
〝
男
女
が
社
会

の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
決
定
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。〟
な
ど
の
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
宣
言
」
を

採
択
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
12
月

４
日
㈰
、
熊
本
県

菊
池
市
で
開
催
さ

れ
た
米
・
食
味
鑑

定
士
協
会
が
主
催

す
る
「
第
18
回

米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大

会
」（
出
品
数
５
，６
７
１
点
）
に
お
い
て
、

牧
区
在
住
の
山
㟢
善
平
さ
ん
が
栽
培
別
部

門
「
低
・
中
ア
ミ
ロ
ー
ス
米
」
で
金
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

山
㟢
さ
ん
は
4.5‌

ha
の
水
稲
栽
培
面
積
の

う
ち
約
半
分
を
ア
イ
ガ
モ
農
法
に
よ
り
栽

培
し
て
お
り
、
無
化
学
肥
料
・
農
薬
不
使

用
を
実
践
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
が
、

「
人
と
自
然
に
や
さ

し
い
環
境
保
全
型
農

業
」
に
よ
る
安
全
・

安
心
な
農
作
物
栽
培

の
な
お
一
層
の
推
進

に
つ
な
が
る
も
の
と

期
待
さ
れ
ま
す
。

表彰式の様子

参加者全員で記念撮影

望月さんによる意見発表

山㟢善平さん

　

競
技
終
了
後
に
は
、
用
意
さ
れ
た
温
か

い
う
ど
ん
で
体
を
温
め
な
が
ら
、
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
終
了
後
も
コ
ー
ス
を
使
用

し
て
ソ
リ
遊
び
を
す
る
な
ど
、
仲
間
や
親

子
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
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役
…
役　
　
場 

２
４
５
ー
１
１
０
０

チ

…
チ
ャ
オ
ル 

２
４
２
ー
１
２
０
０

ャ

…
問
い
合
わ
せ
先

問

●お知らせ

役

役

３
月
は

自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

須
高
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
作
品
展
と

バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
す

交
通
遺
児
等
育
成
資
金

貸
付
制
度
の
お
知
ら
せ

長
野
地
域
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン

合
同
就
職
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

果
樹
共
済加

入
申
込
み
受
付
中
！

役
場
に
休
日
窓
口
を
開
設

３
月
12
日
㈰
・
19
日
㈰
の
午
前
中

問

問 問

　

村
で
は
、
毎
年
転
入
・
転
出
な
ど
の
手

続
き
が
集
中
す
る
３
月
に
限
り
、
役
場
庁

舎
に
お
い
て
一
部
の
窓
口
業
務
を
行
い
ま

す
。

　

平
日
、
お
仕
事
等
で
来
庁
で
き
な
い
方

は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
設
日　

３
月
12
日
㈰
・
19
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

開
設
窓
口
及
び
業
務
内
容

○
総
務
課
税
務
係

所
得
証
明
書
交
付
、
納
税
証
明
書
交

付
、
納
税
の
受
付

○
村
民
生
活
課
生
活
環
境
係

転
入
（
転
出
証
明
書
の
あ
る
も
の
に

限
る
）・
転
出
届
受
付
、
戸
籍
届
出

書
受
付
、証
明
書
（
住
民
票
謄
・
抄
本
、

戸
籍
謄
・
抄
本
、
戸
籍
附
票
、
身
分

証
明
書
、
印
鑑
証
明
書
等
）
の
交
付
、

印
鑑
登
録
・
廃
止

　

総
務
課
総
務
係
・
税
務
係

　

村
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

日
本
の
自
殺
者
数
は
平
成
10
年
に
３
万

人
を
超
え
、
そ
の
後
は
様
々
な
自
殺
予
防

対
策
に
よ
り
徐
々
に
減
少
傾
向
に
あ
る
も

　

須
高
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
会
員
の
作
品
展
と
バ
ザ
ー
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

　

ご
家
族
や
友
人
を
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
で
は
、
自
動
車

事
故
に
よ
る
被
害
者
保
護
を
目
的
に
、
交

通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。

対
象
者

　

保
護
者
の
方
が
自
動
車
の
交
通
事
故

に
よ
り
死
亡
ま
た
は
重
い
後
遺
障
が
い

に
な
っ
た
場
合
で
、
か
つ
、
生
活
困
窮

世
帯
の
子
ど
も
（
中
学
卒
業
ま
で
）

貸
付
金
額

　

一
時
金　
　
　

15
万
５
千
円

　

毎
月　
　
　
　

２
万
円

　

入
学
支
度
金　

４
万
４
千
円

　

※
い
ず
れ
も
無
利
子
で
す
。

返
済
期
間

　

20
年
以
内
の
均
等
払
い

　

独
立
行
政
法
人

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
長
野
支
所

　

☎
４
８
０
︱
０
５
２
１

　

平
成
30
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
大
学
・

短
大
・
専
修
学
校
生
を
対
象
に
、
長
野
地

域
の
企
業
約
40
社
が
参
加
す
る
合
同
就
職

説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

仕
事
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
働
い
て
い

る
人
の
様
子
や
キ
ャ
リ
ア
の
こ
と
な
ど

じ
っ
く
り
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

地
元
で
就
職
し
た
い
、
地
方
就
職
に
興

味
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時　

３
月
４
日
㈯

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
５
時

場
　
所　

新
宿
Ｎ
Ｓ
ビ
ル
地
下
１
階

　
　
　
　

中
展
示
ホ
ー
ル

　
　
　
　
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
２
︲
４
︲
１

※
当
日
の
参
加
は
エ
ン
ト
リ
ー
が
必
要
で

　

す
！
専
用
Ｈ
Ｐ
か
ら
ア
ク
セ
ス
を
！

　
（https://iiyone.nagano.jp/gousetsu0304/

）

　

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

　

異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害
に
備
え
、

ぜ
ひ
果
樹
共
済
へ
の
加
入
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限　

２
月
28
日
㈫

提 

出 

先　

北
信
農
業
共
済
組
合

　

北
信
農
業
共
済
組
合

　

☎
２
１
９
︱
２
８
１
９
（
果
樹
担
当
）

チャ の
の
、
未
だ
に
多
く
の
人
が
自
殺
に
よ
り

亡
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

心
の
健
康
の
た
め
に
、
一
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
は
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
周
り
に
気
に
な
る
人
が
い
た
ら

声
を
か
け
、
そ
の
人
の
気
持
ち
に
耳
を
傾

け
、
早
め
に
専
門
機
関
に
相
談
す
る
よ
う

に
勧
め
ま
し
ょ
う
。

村
の
相
談
窓
口

　

保
健
師
等
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
　
時　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

場
　
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

こ
こ
ろ
の
相
談
室

専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。

日
　
時　

毎
月
第
２
・
３
・
４
水
曜
日　

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

場
　
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　

村
民
生
活
課
保
健
予
防
係

日
　
時

　

３
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
　
所

　

須
坂
市
福
祉
会
館
（
須
坂
市
馬
場
町
）

内
　
容

　

◦
会
員
の
作
品
展
示
（
一
部
販
売
）

　

◦
バ
ザ
ー（
日
用
品
・
花
・
お
や
き
な
ど
）

　

◦
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

　
　
（
す
い
と
ん
・
綿
あ
め
な
ど
）

　

◦
包
丁
と
ぎ

　
（
公
社
）須
高
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
４
６
︱
２
０
０
３
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●お知らせ

自
動
車
の
登
録
・
検
査
手
続
き
は

お
早
め
に

「
信
州
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

応
援
補
助
金
」
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

長
野
県
性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

「
り
ん
ど
う
ハ
ー
ト
な
が
の
」
が

開
設
し
ま
し
た

農
業
者
の
皆
さ
ま
に

収
入
保
険
制
度
の
お
知
ら
せ
で
す

問

問

問

問問

　

毎
年
、
３
月
下
旬
は
自
動
車
の
検
査
や

登
録
申
請
が
多
く
、
長
野
運
輸
支
局
の
窓

口
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

　

車
検
の
手
続
き
は
、
１
カ
月
前
か
ら
受

検
で
き
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
２
月
中
に

受
検
し
て
い
た
だ
き
、
廃
車
や
名
義
変
更

等
の
手
続
き
は
、
３
月
中
旬
ま
で
に
申
請

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

長
野
運
輸
支
局

　
・
登
録　

☎
０
５
０
︱
５
５
４
０
︱
２
０
４
２

　
・
検
査　

☎
２
４
３
︱
５
５
２
５

　

県
外
の
大
学
生
等
が
県
内
の
事
業
所
等

で
実
施
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
を
、
１
人

に
つ
き
４
万
円
ま
で
補
助
し
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
す
る
事
業
者
か
ら

の
申
請
も
可
能
で
す
。

対
象
者

大
学
生
等
：
県
外
に
本
部
を
有
す
る
大
学

等
に
在
籍
し
、
か
つ
県
外
に

在
住
す
る
方

事
業
者
：
県
内
に
事
業
所
等
（
本
社
・

支
社
・
営
業
所
・
工
場
等
）

を
有
す
る
方

対
象
経
費

旅　

費
：
大
学
生
等
が
県
外
の
居
住
地

か
ら
宿
泊
先
を
経
由
し
て
実

習
先
の
往
復
に
要
す
る
費
用

宿
泊
費
：
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
期

間
に
お
い
て
実
習
先
に
滞
在

す
る
た
め
に
要
す
る
費
用

補
助
限
度
額

　

４
万
円
（
同
一
年
度
中
に
限
り
、
限

度
額
の
範
囲
内
で
複
数
回
申
請
可
）

申
請
手
続
き
等

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
（
ま
た

は
実
施
）
す
る
日
の
７
日
前
ま
で
に
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

長
野
県
産
業
労
働
部
労
働
雇
用
課

　

☎
２
３
５
︱
７
２
０
１

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免

除
・
一
部
免
除
・
法
定
免
除
）、
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
が

あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
方
と

比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け

ら
れ
る
年
金
）
の
受
け
取
り
額
が
少
な
く

な
り
ま
す
。

　

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
額

す
る
た
め
に
、
免
除
等
を
受
け
た
期
間
の

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と（
追
納
）が

で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け
ら
れ

た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度

目
以
降
の
追
納
の
場
合
、
当
時
の
保
険
料

額
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

追
納
は
、
古
い
月
の
も
の
か
ら
納
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
次
の
点
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

○
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
納

付
す
べ
き
保
険
料
が
納
付
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
追
納
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」
が

「
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期
間
」

よ
り
先
に
経
過
し
た
月
分
で
あ
る

場
合
は
、
ど
ち
ら
を
優
先
し
て
納

め
る
か
本
人
が
選
択
で
き
ま
す
。

　

追
納
の
申
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

長
野
北
年
金
事
務
所

　

☎
２
４
４
―
４
１
０
０

　

性
暴
力
被
害
に
遭
っ
た
方
を
支
援
す
る

窓
口
と
し
て
長
野
県
性
暴
力
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
「
り
ん
ど
う
ハ
ー
ト
な
が
の
」

が
開
設
し
ま
し
た
。

　

専
門
の
研
修
を
受
け
た
支
援
員
が
、
医

療
機
関
・
弁
護
士
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど

の
関
係
機
関
と
協
力
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
支
援
を
行
い
ま
す
。

支
援
内
容

　

◦
女
性
の
相
談
員
に
よ
る
電
話
及
び
面

接
相
談

　

◦
関
係
機
関
か
ら
の
支
援
へ
の
連
絡
調
整

 

提
携
病
院
の
産
婦
人
科
医
療
を
受
診

 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
受
診

 

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談　

な
ど

　

他
に
も
、
生
活
支
援
の
相
談
な
ど
警
察

へ
の
届
出
と
は
関
係
な
く
支
援
し
ま
す
の

で
、
支
援
を
必
要
と
さ
れ
る
方
は
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

政
府
の
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創

造
本
部
に
お
い
て
、
青
色
申
告
を
行
っ
て

い
る
農
業
者
を
対
象
と
し
た
収
入
保
険
制

度
の
導
入
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

収
入
保
険
制
度
と
は

　

収
入
保
険
制
度
は
、
品
目
の
枠
に
と

ら
わ
れ
ず
、
自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減

少
だ
け
で
な
く
、
価
格
低
下
な
ど
も
含

め
た
収
入
減
少
を
補
て
ん
す
る
仕
組
み

で
す
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者

（
個
人
・
法
人
）
が
対
象
で
す
。

※
５
年
以
上
の
青
色
申
告
実
績
が

あ
る
方
が
基
本
で
す
が
、
新
規
就

農
者
な
ど
で
も
、
青
色
申
告
（
簡

易
な
方
式
を
含
む
）
の
実
績
が
１

年
分
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

○
当
年
の
収
入
が
基
準
収
入
の
９
割

◦
相
談
専
用
電
話
（
24
時
間
365
日
）

　

☎
２
３
５
︱
７
１
２
３

　

長
野
県
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

　

☎
２
３
５
︱
７
１
０
６

（
５
年
以
上
の
青
色
申
告
実
績
が
あ

る
場
合
）
を
下
回
っ
た
場
合
に
、
下

回
っ
た
額
の
９
割
（
支
払
率
）
を
補

て
ん
し
ま
す
。

○
農
業
者
は
、
保
険
料
・
積
立
金
を
支

払
っ
て
加
入
し
ま
す
。（
任
意
加
入
）

青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う
！

　

新
た
に
青
色
申
告
を
始
め
る
た
め
に

は
、
個
人
の
場
合
、
３
月
15
日
ま
で
に

最
寄
り
の
税
務
署
に
「
青
色
申
告
承
認

申
請
書
」を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
関
東
農
政
局
長
野
県
拠
点

　

☎
２
３
３
︱
２
５
０
０
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第711号
笑顔で旅立ち　成人式

　

本
年
度
の
成
人
式
に
は
、
新

成
人
76
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

村
長
式
辞
で
は
「
知
性
を
磨

き
心
身
を
鍛
錬
し
、
夢
の
実
現

に
向
け
て
努
力
し
て
ほ
し
い
、

国
家
の
一
員
と
し
て
の
責
務
を

全
う
す
る
た
め
に
、
大
人
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
続
け
て
ほ
し

い
。」
と
い
う
激
励
の
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。

　

地
元
山
梨
大
学
発
酵
生
産
学

科
に
進
学
し
た
当
時
は
、
ワ
イ

ン
醸
造
に
係
わ
る
こ
と
は
全
く

考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

卒
業
後
、
ワ
イ
ン
会
社
に
入
社
、

情
報
シ
ス
テ
ム
部
に
配
属
さ
れ
、

会
社
の
組
織
に
つ
い
て
学
び
、
の

ち
に
ワ
イ
ン
ブ
レ
ン
ド
を
担
当
し

ま
し
た
。

岡
部  

温は
る
き樹 

先
生
（
旧
１
組
）

①
明
る
く
素
直
な
姿
が
印
象
に

残
っ
て
い
る
。

②
修
学
旅
行
の
エ
ビ
・
紅
葉
祭

の
太
鼓
演
奏
・
中
学
生
議
会

が
思
い
出
。

③
迷
っ
た
時
は
、
苦
し
い
方
の

道
を
選
べ
。

安
部  

裕
一 
先
生
（
旧
２
組
）

①
ア
イ
デ
ィ
ア
が
豊
富
な
ク
ラ
ス

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
っ
た
。

②
み
ん
な
が
大
人
に
な
っ
た
、

と
安
心
し
た
。

③
高
山
村
は
い
い
と
こ
ろ
で
す
。

高
山
村
の
発
展
に
協
力
し
よ

う
。

平
成
28
年
度
高
山
村
成
人
式
行
わ
れ
る

久しぶりの再会

村長式辞

旧
担
任
の
挨
拶

記
念
講
演

㈱
信
州
た
か
や
ま
ワ
イ
ナ
リ
ー

鷹
野  

永
一 

さ
ん

「
ワ
イ
ン
の
産
地
を

目
指
し
て
」

笑
顔
の
門
出

１
月
８
日

　

フ
ラ
ン
ス
で
４
年
間
研
修
し
、

帰
国
後
、
ま
ず
ワ
イ
ナ
リ
ー
で

輸
入
ワ
イ
ン
の
品
質
管
理
を
し

ま
し
た
。

　

尊
敬
す
る
先
生
か
ら
教
え
ら

れ
た
「
セ
レ
ン
デ
ィ
ビ
テ
ィ
」
は
、

す
て
き
な
偶
然
に
よ
り
予
想
外

の
成
果
を
得
る
、
と
い
う
意
味

だ
が
、
何
事
も
準
備
が
な
け
れ

ば
有
用
な
も
の
と
し
て
活
用
で

き
な
い
し
、
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
す

こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
言
葉
が

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

高
山
村
の
ワ
イ
ン
は
、
可
能

性
が
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
ワ
イ

ン
産
地
の
条
件
と
し
て
、
①
よ

い
作
り
手
、
②
よ
い
ワ
イ
ン
、
③

よ
い
飲
み
手
が
挙
げ
ら
れ
、
よ

い
飲
み
手
と
は
ワ
イ
ン
に
対
す
る

愛
情
と
厳
し
い
目
を
も
っ
た
人
の

こ
と
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
自
分
の
目
標
は
、

世
界
的
権
威
の
「
ワ
ー
ル
ド
ア

ト
ラ
ス
・
ワ
イ
ン
」
に
掲
載
さ
れ

る
こ
と
だ
、
と
の
べ
ら
れ
、
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

（
寺
島　

記
）

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
酒
井
村

議
会
議
長
さ
ん
か
ら
「
成
人
に

な
っ
て
拡
が
る
自
由
・
権
利
・

責
任
は
、
社
会
に
よ
っ
て
保
障

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
思
い
や
る

姿
勢
を
持
ち
、
大
き
く
飛
躍
し

て
ほ
し
い
。」
と
あ
り
、
続
い
て

篠
原
選
挙
管
理
委
員
長
さ
ん
か

ら
は
、
住
民
全
体
に
よ
る
地
域

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今

日
、
政
治
に
関
心
を
持
つ
こ
と

の
必
要
性
が
、
祝
福
の
言
葉
と

共
に
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
、
名
古
彩

香
さ
ん
が
、「
決
意
を
新
た
に

し
、
ま
わ
り
に
感
謝
し
、
精
一

杯
頑
張
る
」
と
い
う
感
謝
の
挨

拶
で
答
え
ま
し
た
。

　

須
高
ケ
ー
ブ
ル
さ
ん
が
編
集

し
た
「
思
い
出
の
映
像
」
が
上

映
さ
れ
、
小
学
校
・
中
学
校
の

こ
と
を
懐
か
し
み
、
記
念
講
演

で
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

鬼
石  

喜
明 

先
生
（
旧
３
組
）

①
音
楽
会
の「
手
紙
」が
思
い
出
。

②
村
の
外
に
出
て
高
山
村
の
良

さ
が
わ
か
る
。

③
本
当
の
ふ
る
さ
と
は
こ
こ
に
あ

る
、
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
思

い
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。

２月号
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大
人
と
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
さ
れ
た
、
新
成
人
の
皆
様
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
あ
れ
か
ら
五
十
年
余
…
」
私

の
成
人
式
は
、
東
京
五
輪
が
あ
っ

た
昭
和
39
年
１
月
14
日
で
し
た
。

　

当
時
の
私
は
、
入
社
５
年
目
の

会
社
員
で
あ
り
、定
時
制
高
校
生
。

職
場
は
朝
６
時
か
ら
13
時
半
の
早

番
、
13
時
半
か
ら
21
時
の
遅
番
の

交
代
勤
務
で
し
た
が
、
遅
番
は
先

輩
に
な
ん
と
か
替
わ
っ
て
も
ら
い
、

約
4
年
間
は
早
番
勤
務
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
青
年
団
活
動
で
知

り
合
っ
た
友
達
や
、
小
中
高
の
同

　
「
お
は
よ
う
」「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ

い
」「
お
帰
り
」

　

高
山
村
の
大
人
の
皆
さ
ん
は
、

道
端
で
会
う
と
、
そ
う
声
を
か
け

て
く
れ
ま
す
。
た
っ
た
一
言
で
す

が
、
と
て
も
心
が
温
ま
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
、
冬
、
雪
が
降
っ
た
時
、

　

私
は
将
来
、「
当
た
り
前
の
こ

と
が
当
た
り
前
に
で
き
る
」
そ
ん

な
人
に
な
り
た
い
で
す
。

　

な
ぜ
、
そ
う
思
っ
た
か
と
い
う

と
、
高
山
村
の
大
人
の
方
は
、
あ

い
さ
つ
を
は
じ
め
、
当
た
り
前
の

こ
と
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。

　

私
が
、
こ
れ
か
ら
ず
っ
と
高
山

村
に
い
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

　

僕
の
身
近
な
大
人
の
方
々
の
中

に
は
、
仕
事
と
は
別
に
、
外
部
コ
ー

チ
と
し
て
指
導
に
来
て
く
れ
る
人

や
地
区
の
行
事
の
手
伝
い
を
し
て

下
さ
る
大
人
が
、
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
僕
は
そ
の
人
達
を
尊
敬
し
て

い
ま
す
。

　

理
由
は
、
自
分
の
仕
事
以
外
で

も
率
先
し
て
、
子
ど
も
達
の
た
め

に
や
っ
て
く
れ
て
い
て
す
ご
い
と
思

う
か
ら
で
す
。

　

僕
も
将
来
は
、
自
分
の
仕
事
以

外
に
、
人
の
役
に
立
つ
こ
と
を
率

先
し
て
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

63

ち
が
う
よ
ッ

へ
ぇ

今
年
は
大

雪
で
雪
か
き

が
重
労
働

だ
よ
な
ー

で
も
昔
は
も
っ
と

た
く
さ
ん
の
雪
が

降
っ
て
大
変
だ
っ

た
ん
だ

父
さ
ん
の
じ
ー
ち
ゃ
ん
な
ん
か

子
ど
も
の
頃
は
家
の
二
階
4

4

の
窓
4

4

か
ら
出
入
り
し

た
こ
と
も
あ
っ
た

ら
し
い
ぞ

ほ
ん
と

よ
ね
!!

ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん

ド
ロ
ボ
ー
!?

　

利
用
者
カ
ー
ド
が

632
件
に
！

　

今
月
は
、
た
ま
に

行
き
違
い
も
あ
り
ま

す
が
、
一
番
ほ
っ
と

す
る「
家
族
」を
テ
ー

マ
に
、
３
冊
紹
介
し

ま
す
。

『「
親
子
あ
そ
び
」
の
え
ほ
ん
』

武
本  

佳
奈
絵
・
平
澤  

朋
子

　
言
葉
あ
そ
び
や
体
あ
そ
び
な

ど
、
戸
外
だ
け
で
な
く
家
の
中

で
も
で
き
る
、
ち
ょ
っ
と
し
た

親
子
あ
そ
び
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。

『
く
っ
つ
い
た
』　  

三
浦  

太
郎

　

い
ろ
い
ろ
な
動
物
た
ち
が
、

ピ
タ
ッ
と
く
っ
つ
い
て
い
く
絵

本
で
す
。
読
ん
で
い
く
う
ち
に

心
が
温
か
く
な
り
ま
す
。
読
み

終
え
た
後
、
お
子
さ
ん
た
ち
と

く
っ
つ
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

『
家
族
連
写
』　　
　

  

森  

浩
美

　
捨
て
犬
を
、
か
つ
て
の
自
分

と
重
ね
、
家
族
の
一
員
に
迎
え

た
菜
美
子
。
そ
の
犬
と
も
、
い

よ
い
よ
お
別
れ
の
時
が
き
て
…
。

　
家
族
を
テ
ー
マ
に
短
編
８
編

が
収
録
さ
れ
た
小
説
集
で
す
。

（
司
書  

松
倉
）

新
成
人
に

心
温
か
い
お
と
な

こ
ん
な
大
人
に
な
り
た
い

こ
ん
な
大
人
に
な
り
た
い

「
成
人
の
日
」
に
ち
な
み
、
高
山
中
学
の
先
輩
と
中
学
の

生
徒
さ
ん
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
山
中
学
校
同
窓
会
長

藤
沢  
一
實
（
宮
関
）

児
玉  

絹
香
（
２
︱
１
）

山
﨑  

亜
弥
美
（
２
︱
３
）

　

藤
沢  

日ひ
ゅ
う
が向

（
２
︱
２
）

級
生
に
支
え
ら
れ
て
今
日
ま
で
過

ご
し
て
来
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
様
、
若
い
時
の
苦

労
は
買
っ
て
で
も
し
よ
う
。
多
く

の
友
達
を
持
ち
、
大
き
な
夢
を
持

と
う
。

　
「
未
来
の
高
山
村
の
た
め
に
」

朝
早
く
か
ら
雪
か
き
を
し
て
、
歩

き
や
す
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
。

　

こ
ん
な
風
に
子
供
の
こ
と
を
考

え
て
く
れ
、
親
切
に
し
て
く
だ
さ

る
と
こ
ろ
を
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

　

他
人
の
こ
と
を
考
え
、
親
切
に

で
き
る
大
人
に
、
私
は
な
り
た
い

で
す
。

高
山
村
の
大
人
の
方
の
よ
う
に
、

「
す
て
き
な
人
だ
な
あ
」
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
学
校
生
活

で
は
、
あ
い
さ
つ
、
清
掃
な
ど
を

き
ち
ん
と
や
り
た
い
で
す
。

こ
ん
な
大
人
に
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大
雪
の
午
後
、
和
や
か
な
句
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。寄
せ
ら

れ
た
57
句
の
中
か
ら
、
参
加
者
が
５
句
選
び
、
順
番
に
発
表
し

ま
す
。最
後
に
作
者
の
名
が
明
ら
か
に
披
露
さ
れ
ま
す
。毎
年

恒
例
の
会
で
す
が
、や
は
り
初
句
会
は
特
別
な
会
で
す
。

綿
貫  

貞
子
（
松
南
）

浦
野  

麻
希
（
新
堀
）

酉
年
の
扉
開
け
始そ

む
除
夜
の
鐘	

宮
川	

節
子

初
空
へ
嬰や
や

は
十
指
を
か
ざ
し
を
り	

高
野	

悠
子

峡か
い

部
落
猿
は
活
発
四
日
か
な	

高
橋	

良
道

初
雪
や
け
も
の
道
の
み
乱
れ
あ
り	

牧	

福
太
郎

初
客
の
野の

ら
良
猫
は
音
な
く
顔
出
せ
り	

片
桐	

嘉
弘

な
が
ら
え
て
誇
る
も
の
な
し
龍
の
玉	

勝
山	

栄
泉

包
丁
に
一
礼
二
拍
手
初
仕
事	

松
本	

孝
夫

餅
を
つ
く
機
械
に
指
図
さ
れ
て
を
り	

藤
沢	

つ
よ
し

雑
煮
餅
長
寿
の
家
系
引
き
伸
ば
す	

勝
山	

久
峰

も
っ
く
り
と
里
山
の
い
ま
冬
支
度	

池
田	

兼
子

年
の
酒
飲
ん
で
こ
ぼ
せ
る
愚ぐ

ち痴
一
つ	

片
桐	

住
子

た
っ
ぷ
り
と
「
夢
」
の
一
文
字
筆
始	

久
保
田	

孝
子

冬
の
星
今
が
幸
せ
老
い
二
人	

浦
野	

ス
ミ
子

年
酒
酌
む
父
祖
の
遺
影
に
見
つ
め
ら
れ	

高
野	

閑
林

書
初
め
や
「
生
き
る
力
」
の
強
き
こ
と	

篠
原	

し
ず
か

初
日
差
す
北
ア
ル
プ
ス
を
拝
み
け
り	

藤
沢	

し
げ
る

初
春
の
陽
を
全
身
に
子
等
駆
け
る	

佐
藤	

喜
代
美

授
か
れ
る
余
生
平
ら
に
初
詣	

古
谷	

公
子

神
杉
の
並
木
の
凛り
ん

と
初
御み
そ
ら空	

栗
原	

ヒ
サ
エ

高山村新年合同句会 １月15日

　

母
が
亡
く

な
り
天
神
原

の
実
家
が
空

き
家
に
な
り

ま
し
た
。放
っ

て
お
く
と
傷

ん
で
し
ま
う

の
で
ど
う
し

よ
う
か
と
考

え
、
以
前
か
ら
集
め
て
い
た
絵
本

が
沢
山
あ
っ
た
の
で
、
絵
本
を
展

示
し
、
長
年
一
人
暮
ら
し
を
し
て

い
た
母
が
お
世
話
に
な
っ
た
地
区

の
方
々
の
お
茶
の
み
場
に
し
た
ら

　

私
が
蕨
温
泉
ふ
れ
あ
い
の
湯
に

勤
め
ま
し
て
か
ら
７
年
半
に
な
り

ま
す
が
、
最
初
の
頃
は
、
お
客
様

と
の
距
離
が
あ
る
よ
う
に
思
え
、

う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
こ
と
が
難
し
く
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
日
を
経
る
に
し
た

が
っ
て
、
お
客
様
と
自
然
な
挨
拶

が
交
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
通

い
始
め
て
早
や
２
年
。

　

つ
い
こ
の
間
ま
で
ね
ん
ね
し

て
い
た
は
ず
の
赤
ち
ゃ
ん
が
、
ハ

イ
ハ
イ
、
つ
か
ま
り
立
ち
、
あ

ん
よ
、
つ
い
に
は
お
話
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
く
姿
を
見
て
い

る
と
、
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
、

ま
る
で
親
戚
の
お
ば
さ
ん
の
よ

う
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
あ
だ
名
で

呼
び
、
成
長
を
一
緒
に
見
守
り

喜
ん
で
く
れ
る
お
母
さ
ん
方
、

先
生
方
に
囲
ま
れ
、
子
ど
も
た

ち
は
安
心
し
て
好
奇
心
い
っ
ぱ

い
に
育
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

親
に
と
っ
て
も
子
ど
も
に
と
っ

て
も
、
仲
間
が
い
る
心
強
さ
は
宝

物
で
す
。

お
話
の
家

あ
っ
た
か
い

ふ
れ
あ
い
特
集

蕨
温
泉
ふ
れ
あ
い
の
湯
よ
り

地
域
で
見
守
る
子
育
て

近
頃
で
は
私
の
勤
め
が
毎
日
朝
早

い
の
を
心
配
し
て
い
た
だ
き
、
お

客
様
か
ら
「
朝
早
く
か
ら
大
変
で

す
ね
」
な
ど
と
声
を
か
け
て
く
れ

ま
す
。

　

お
客
様
の
な
か
に
は
他
県
の
方

も
い
ま
す
が
、「
蕨
温
泉
が
１
番
」

と
言
わ
れ
、
度
々
来
ら
れ
ま
す
。

と
て
も
嬉
し
く
思
い
、
笑
顔
と
挨

拶
に
力
が
入
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
従
業
員

一
同
、
は
き
は
き
し
た
挨
拶
と
明

る
い
笑
顔
、
親
切
な
対
応
を
心
を

一
つ
に
し
て
、
心
掛
け
、
毎
日
を

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

改
善
点
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
心
か
ら
、
大
勢
の
お
客
様
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
考
え
ま
し
た
。

　

少
し
リ
フ
ォ
ー
ム
し
、
２
年
前

『
お
話
の
家
・
野
の
花
』
を
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
奥
山
田
地
区
は

子
ど
も
の
数
は
少
な
い
の
で
す

が
、
時
々
本
を
借
り
に
来
て
く
れ

ま
す
。
あ
る
い
は
、
平
均
年
齢
86

歳
の
方
々
に
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
や

ギ
タ
ー
弾
き
語
り
、
絵
芝
居
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

毎
週
土
・
日
曜
日
の
午
後
２
時

か
ら
６
時
ま
で
家
を
開
け
て
い
ま

す
。
友
達
と
お
茶
会
を
し
た
り
、

要
望
に
応
じ
て
読
み
聞
か
せ
を
し

ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

（
従
業
員
の
声
）楽しいお茶のみ

ある日のセンター
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《材料：４人分》
（1 人分の栄養　206kcal　塩分 0.9g）

しゅうまいの皮･････････ 1袋
豚ひき肉･････････････ 200ｇ
塩･･･････････････ 小さじ1/2
しょうゆ･･･････････ 小さじ1
砂糖･･･････････････ 小さじ1
長ネギ･･･････････････ 1/2本
干しシイタケ･･･････････ 3枚
ショウガ汁･････････ 小さじ1
キャベツ･･･････････････ 3枚

　
高
山
村
の
冬
、森
に
も
雪
が
積

も
り
真
っ
白
で
す
。雪
の
上
の
足

跡
が
、ウ
サ
ギ
や
リ
ス
が
森
の
中

に
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま

す
。

　
森
に
は
花
も
葉
も
な
い
け
れ

ど
、よ
ー
く
見
て
み
て
く
だ
さ

い
。ほ
ら
、木
の
枝
に
小
さ
な
か

　
「
立
春
」
を
過
ぎ
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
名
ば
か
り
の
寒
い
日
が

続
い
て
い
ま
す
。
華
や
か
な
正

月
飾
り
は
と
う
に
取
り
片
づ
け

ら
れ
、
２
月
は
、
一
年
で
一
番

花
の
乏
し
い
月
で
す
。

　

さ
て
、
め
で
た
い
花
と
さ
れ

て
い
る
松
・
竹
・
梅
は
「
歳さ

い

寒か
ん

三
友
」
と
も
言
わ
れ
、
松
と
竹

は
、
寒
さ
が
厳
し
い
季
節
で
も

青
々
と
し
た
緑
を
失
わ
ず
、
梅

は
早
春
に
早
々
と
花
を
咲
か

せ
、
そ
の
馥ふ

く

郁い
く

と
し
た
香
り
か

ら
、
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

先
月
号
の
「
高
山
の
自
然
」

で
紹
介
さ
れ
た
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ

は
、
そ
の
金
色
の
花
が
赤
い
実

の
ナ
ン
テ
ン
と
と
も
に
喜
ば

れ
、
冬
の
玄
関
先
等
に
寄
せ
植

え
さ
れ
ま
す
。
難
を
転
じ
て
福

を
家
に
呼
び
込
む
縁
起
で
、
家

庭
を
明
る
く
し
ま
す
。

　

同
様
に
玄
関
等
に
飾
ら
れ
る

セ
ン
リ
ョ
ウ
・
マ
ン
リ
ョ
ウ
も
、

懐
が
い
か
に
も
豊
か
に
な
り
そ

う
な
名
前
と
赤
い
実
で
気
持
ち

を
温
か
く
し
て
く
れ
ま
す
。

　

今
回
の
押
し
花
は
、
ミ
ズ
ヒ

キ
草
・
ノ
ー
ス
ポ
ー
ル
・
チ
ド

リ
草
・
ヤ
グ
ル
マ
草
を
使
用
し

た
「
手
毬
」
で
す
。

　
　
　
（
小
出
恵
子  

記
）

冬
の
森
の
小
人
た
ち（
冬
芽
）

わ
い
ら
し
い
顔
を
発
見
！
（
写

真
）

　
大
き
な
帽
子
に
見
え
る
と
こ

ろ
が
春
に
葉
が
出
て
く
る
冬
芽

で
す
。顔
に
見
え
る
と
こ
ろ
は
、

葉
が
落
ち
た
跡
で
す
。そ
の
中

で
、目
と
口
に
見
え
る
小
さ
な
点

は
、維い
か
ん
そ
く
こ
ん

管
束
痕
。つ
ま
り
、根
か
ら

の
水
や
養
分
と
葉
で
光
合
成
し

た
栄
養
が
通
っ
た
パ
イ
プ
の
跡

で
す
。

　
か
わ
い
い
顔
に
見
え
な
い
で

し
ょ
う
か
？
写
真
は
城
山
の
ニ

ワ
ト
コ
の
木
で
す
が
、顔
の
表
情

は
木
の
種
類
に
よ
っ
て
も
い
ろ

い
ろ
。わ
か
り
や
す
い
の
は
、出

来
る
だ
け
大
き
な
葉
を
つ
け
る

木
を
探
し
て
み
る
と
わ
か
り
や

す
い
で
す
。オ
ニ
グ
ル
ミ
や
ハ
リ

エ
ン
ジ
ュ
、ア
ジ
サ
イ
な
ど
が
お

す
す
め
で
す
。

　
き
び
し
い
寒
さ
を
乗
り
切
る

た
め
の
冬
芽
で
す
が
、内
部
で

は
、少
し
ず
つ
春
の
準
備
が
進
ん

で
い
ま
す
。美
し
い
芽
吹
き
の

季
節
を
楽
し
み
に
待
ち
ま
し
ょ

う
。

　

高

山
村の自然

探
訪

荒井原

井浦 和子

　

１
月
の
大
雪
で
、
除
雪
作
業

に
苦
戦
し
て
い
る
時
、
ふ
と
昨
年

の
秋
、
我
が
家
の
柏
の
木
の
先
端

に
カ
マ
キ
リ
の
卵
が
産
み
つ
け
ら

れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
そ
の
時
は
、
ま
さ
か
こ
ん
な

に
雪
は
積
も
ら
な
い
よ
な
と
笑
っ

て
い
ま
し
た
。

　

昔
か
ら
カ
マ
キ
リ
は
木
の
性
質

か
ら
数
ヵ
月
先
の
雪
量
を
予
測

し
て
卵
を
産
む
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。科
学
が
進
ん
だ
時
代
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
自
然
界
か
ら
教
わ
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。

　
　
　
　
（
荻
原
・
中
村  

記
）

ニワトコの冬芽と葉痕

巣ごもりしゅうまい
① しゅうまいの皮を３ｍｍ幅に細切りにする。
② ひき肉にＡを加えてよく混ぜる。
③ 長ネギ、干しシイタケはみじん切りにする。
④ ②③とショウガ汁をよく混ぜ合わせ、16 等分して丸
　 める。
⑤ ④の肉団子のまわりに、①のしゅうまいの皮をつける。
⑥ フライパンに大さじ 3 杯程度の水を入れ、キャベツを
　 しき、その上に⑤を並べ、フタをして約 10 分蒸す。

23

　寒い冬を乗り切るために、体を温める食材を上手に食
卓に取り入れたいものです。
　今回は、体を温める食材、ショウガと長ねぎを使った
レシピを紹介します。
　フライパン一つで、いつもよりも簡単に作れて、夕食の
おかずやお弁当のおかずにもおススメのしゅうまいです。
　ダイエットしたい方は、ひき肉の量を減らし、代わりに
えのきや白滝のみじん切りを加えると、カロリーダウン
になります。　　　　（チャオル　管理栄養士　荒井美江）

Ａ
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日 曜日 行事予定（会場 • 時間等） 担　　　当 お問合せ先

1 水 健康相談（9 ～ 12 時　チャオル）　☞ 17 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

2 木 １歳６カ月・２歳・３歳児健診（チャオル）　☞ 17 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

3 金

4 土 フリーエ 2017（〜 5 日　YAMABOKU ワイルドスノーパーク）　☞ 3 頁 信州高山温泉郷観光協会 ☎ 242-1122

5 日 スノーカーニバル（９時 30 分～　山田温泉キッズスノーパーク）　☞ 3 頁 信州高山温泉郷観光協会 ☎ 242-1122

6 月 保育園開放日（10 ～ 11 時 30 分　たかやま保育園）　☞ 17 頁 子育て支援センター ☎ 246-7445

7 火

8 水 健康相談（9 ～ 12 時　チャオル）　☞ 17 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

9 木 3・7・10 カ月児健診（チャオル）　☞ 17 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

10 金

11 土

12 日 役場窓口一部開設（8 時 30 分〜 12 時　役場）　☞ 10 頁 総務課総務係 ☎ 214-9243

13 月

14 火

15 水
高山中学校卒業式（９時～　）
健康相談（9 ～ 12 時　チャオル）　☞ 17 頁
子育てセミナー（10 ～ 11 時 30 分　チャオル）　☞ 17 頁
行政相談（13 時 30 分～ 17 時　公民館研修室）

高山中学校
村民生活課保健予防係
子育て支援センター
総務課総務係

☎ 245-0948
☎ 242-1202
☎ 246-7445
☎ 214-9243

16 木
高山小学校卒業式（９時 20 分～　）
教育委員会定例会（13 時 30 分〜　公民館会議室）
体育施設調整会議（18 時～　公民館会議室）

高山小学校
教育委員会子育て学校教育係
教育委員会生涯学習係

☎ 245-0594
☎ 214-9761
☎ 214-9762

17 金

18 土

19 日 役場窓口一部開設（8 時 30 分〜 12 時　役場）　☞ 10 頁 総務課総務係 ☎ 214-9243

20 月 （祝日　春分の日）

21 火

22 水 健康相談（9 ～ 12 時　チャオル）　☞ 17 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

23 木 たかやま保育園卒園式（９時 30 分～　） たかやま保育園 ☎ 245-6842

24 金

25 土

26 日

27 月

28 火

29 水 健康相談（9 ～ 12 時　チャオル）　☞ 17 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

30 木

31 金 3 月分　税・料金等納期限・口座振替日　☞ 17 頁 総務課税務係 ☎ 214-9244

３ 月 の 行 事 カ レ ン ダ ー

●３月の予定
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《３月の高齢者福祉センター利用計画表》　◆社会福祉協議会　☎ 242-1220

日 曜日 行  政  区  名 日 曜日 行  政  区  名 日 曜日 行  政  区  名
1 水 　休 所 日　 11 土 赤 和、 荒 井 原 21 火 水 中、 久 保
2 木 　休 所 日　 12 日 紫、 緑 ケ 丘 22 水 赤 和、 荒 井 原
3 金 牧、 福 井 原 13 月 二ツ石、松南、黒部 23 木 紫、 緑 ケ 丘
4 土 桝 形、 三 郷 14 火 駒 場、 松 原 24 金 牧、 福 井 原
5 日 中原、なかひら 15 水 桝 形、 三 郷 25 土 二ツ石、松南、黒部
6 月 宮 関、 荻 久 保 16 木 中原、なかひら 26 日 駒 場、 松 原
7 火 蕨平、天神原、温泉 17 金 宮 関、 荻 久 保 27 月 桝 形、 三 郷
8 水 千本松、新堀、堀之内 18 土 蕨平、天神原、温泉 28 火 中原、なかひら
9 木 水 中、 久 保 19 日 障がい者の皆さんの利用日 29 水 宮 関、 荻 久 保

10 金 牧、 福 井 原 20 月 千本松、新堀、堀之内 30 木 蕨平、天神原、温泉
31 金 千本松、新堀、堀之内

●３月の予定

※この利用計画の地区以外の方でも、どなたでもご自由に利用いただけます。

期　日 会　場 対　象　児 受付時間 持　ち　物

3 月 9 日㈭
保健福祉総合

センター
（チャオル）

10 カ月児 平成 28 年 4 月生まれ 午後 1:00 ～ 1:10 母子手帳・乳児の歯ブラシ • バスタオル
7 カ月児 平成 28 年 7 月生まれ 午後 1:10 ～ 1:20 母子手帳 • バスタオル
3 カ月児 平成 28 年 11 月生まれ 午後 1:20 ～ 1:30 母子手帳 • 保護者の歯ブラシ • バスタオル

《３カ月・７カ月・10カ月児健康診査》　◆村民生活課保健予防係　☎ 242-1202

《健康相談》◆村民生活課保健予防係　☎ 242-1202
期　日 会　場 開設時間 相談員 備　　考

3 月 1 日㈬
3 月 8 日㈬
3 月 15 日㈬
3 月 22 日㈬
3 月 29 日㈬

保健福祉総合
センター

（チャオル）
午前 9:00
 ～ 12:00

保健師

栄養士

＊健康上の心配事・悩み事のある方、乳幼児の体重測定・育児相
　談など健康管理全般について知りたい方はお出かけください。
＊電話での相談も随時受け付けております。
＊在宅介護関係については、地域包括支援センター（☎ 242-1203）
　にご相談ください。

《３月の納税等の納期限・口座振替日》　◆総務課税務係　☎ 214-9244
月 納期限・口座振替日 税　目　等 期　別 税　目　等 期　別

3 月分 3 月 31 日 ㈮ 下水道・農業集落排水使用料 ６期分 保育料・児童クラブ利用料 ３月分

《保育園開放日》　◆子育て支援センター　☎ 246-7445《子育てセミナー開催日》　◆子育て支援センター　☎ 246-7445
保育園名 期　日 時　間

たかやま保育園 3 月 6 日 ㈪ 午前 10:00
　〜 11:30

日　時 会　場 内　容
 3 月 15 日 ㈬
 午前 10:00 ～ 11:30

保健福祉総合センター
（チャオル） 閉講式・交流会

※セミナーへの参加は事前に申込みが必要です。子育て支援センターまでお問い合わせください。

期　日 会　場 対　象　児 受付時間 持　ち　物

3 月 2 日㈭
保健福祉総合

センター
（チャオル）

1 歳 6 カ月児 平成 27 年 7 月 21 日～ 9 月 2 日生まれ 午後1:00～1:10 母子手帳
幼児の
  歯ブラシ

2 歳児 平成 27 年 1 月 21 日～ 3 月 2 日生まれ 午後1:10～1:20
3 歳児 平成 26 年 1 月 21 日～ 3 月 2 日生まれ 午後1:20～1:30

《１歳６カ月 ･2歳 ･3歳児健康診査》　◆村民生活課保健予防係　☎ 242-1202
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村の人口
平成 29 年２月１日

現在の住民基本台帳人口
（前月との比較）

１
月
１
日
か
ら

　
１
月
31
日
ま
で
の
届
出
か
ら

※
希
望
者
の
み
の
掲
載
で
す

む
ら
び
と
の

　
　
　
う
ご
き

む
ら
び
と
の

　
　
　
う
ご
き

ほいくえん
ほいくえん

たかやま保育園

毎月、チャオル健康管理センターで 3 カ月健診を受診
された元気なあかちゃんを紹介しています。
今月は、平成 28 年 9 月生まれのあかちゃんです！

こんにちは　あかちゃん
第123回

◆村民生活課保健予防係　☎ 242-1202

　

１
月
29
日
㈰
午
前
９
時
か
ら
、
Ｙ

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｂ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
ワ
イ
ル
ド
ス
ノ
ー

パ
ー
ク
で
村
制
施
行
六
十
周
年
記
念

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
一

つ
で
あ
る
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
体
験
教
室

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

雲
ひ
と
つ
な
い
晴
天
の
下
、
30
名

近
い
参
加
者
は
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
と
と

も
に
笠
岳
付
近
か
ら
望
む
絶
景
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
２
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
体
験
教
室

村
制
施
行
六
十
周
年
記
念

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

表
紙
の
紹
介

お
く
や
み

す
こ
や
か
に

井
浦
ひ
か
り
　
ち
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ん
　
荒
井
原
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父 
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さ
ん  

母 
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奈
子
さ
ん
）

宮
川
凛り

り

か
々
花
　
ち
ゃ
ん
　
　
紫

 （
父 

夏
樹
さ
ん  

母 

志
保
さ
ん
）

丸
山
　
飛ひ
お
う凰

　
ち
ゃ
ん
　
松
　
原

 （
父 

洋
賢
さ
ん  

母 

淳
子
さ
ん
）

田
中
き
美
江
　
さ
ん
　
96
歳
　
堀
之
内

片
桐
　
嘉
幸
　
さ
ん
　
86
歳
　
天
神
原

鈴
木
　
公
雄
　
さ
ん
　
92
歳
　
　
紫

宮
川
み
さ
き
　
さ
ん
　
100
歳
　
荻
久
保

黒
岩
　
清
信
　
さ
ん
　
93
歳
　
　
牧

世帯数（− 5）   2,425 戸
人　口（− 7）   7,233 人
　男  　（− 1）   3,597 人
　女  　（− 6）   3,636 人

　年長さくら組の子どもたちが、小学校入学に向けて、
小学３年生と給食交流をしました。給食着を着ること、
自分たちで給食室に給食を取りに行くこと、給食に牛乳
が出ること（保育園ではおやつに出るので）…などなど、
一つひとつが初めてで興味津々。目を奪われている間に、
目の前にはおいしそうな給食が並びます。
　「いただきます」の挨拶で食べ始めようとするのです
が、初めて見るソフト麺に「？？？」そんな子どもたちに、
３年生のお兄さんお姉さんたちが優しく食べ方を教えて
くれます。「おいしい！！」「おかわ
りしてもいい？」
　お腹が満たされる頃には緊張もほ
ぐれ、笑顔も見られるようになりま
した。
　おいしい給食と優しい３年生に囲
まれて、ますます入学が楽しみになっ
たさくら組の子どもたちです！

楽しくておいしい給食交流♪

家族の絆で特殊詐欺を撃退 !!

「特殊詐欺、ひとごとじゃない！」

戸田　 小
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遥 ちゃん（赤　和）
山﨑　 悠

ゆ あ

愛 ちゃん（なかひら）

向かって左から


